
閾レ式)2

次の連立不等式の表す領域をDと する。

″-2υ+1≧ 0,2″―ν-2≦ 0,″+υ -1≧ 0

(1)点 P(π,ν)がこの領域D内 を動くとき,″
2+ν2の最大値:最小値を求めよ。また,それ

ぞれの場合の″,νの値を求めよ。

(2)点 P(″,ν)がこの領域D内 を動くとき,ν―″2の最大値,最小値を求めよ。また,それ

ぞれの場合の″,νの値を求めよ。
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